
JP 2014-21235 A5 2015.8.27

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成27年8月27日(2015.8.27)

【公開番号】特開2014-21235(P2014-21235A)
【公開日】平成26年2月3日(2014.2.3)
【年通号数】公開・登録公報2014-006
【出願番号】特願2012-158599(P2012-158599)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｇ   3/34     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/14     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/36     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   9/73     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/133    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   9/31     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｇ    3/34     　　　Ｊ
   Ｇ０３Ｂ   21/00     　　　Ｄ
   Ｇ０３Ｂ   21/14     　　　Ｚ
   Ｇ０９Ｇ    3/36     　　　　
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６４２Ｌ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６８０Ｃ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６３１Ｖ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６７０Ｊ
   Ｈ０４Ｎ    9/73     　　　Ｂ
   Ｇ０２Ｆ    1/133    ５３５　
   Ｈ０４Ｎ    9/31     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成27年7月9日(2015.7.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
【図１】プロジェクターの機能ブロック図である。
【図２】レーザー光源の階調値とホワイトバランスの調整値とを記憶部に記憶させる手順
を示すフローチャートである。
【図３】各色光の発光出力、測定値、及び、検出値を示す図である。
【図４】ホワイトバランスの調整を行う際の制御部の動作を示すフローチャートである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　光源部２１には、レーザー光源４２、４３の発光を制御するパルス信号Ｓ２，Ｓ３を出
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力するＰＷＭ信号生成部（発光量調整手段）５０が接続されている。光源部２１は、ＰＷ
Ｍ信号生成部５０から入力されるパルス信号Ｓ２に従ってレーザー光源４２を駆動し、点
灯と消灯とを切り換えるレーザー光源ドライバー（光源駆動手段）４０と、パルス信号Ｓ
３に従ってレーザー光源４３を駆動し、点灯と消灯とを切り換えるレーザー光源ドライバ
ー（光源駆動手段）４１とを備えている。
　レーザー光源４２は、レーザー光源ドライバー４０によって駆動されて青色レーザー光
４２ａを発し、この青色レーザー光４２ａは拡散板４４を経て拡散される。拡散されたレ
ーザー光は青色光２０ａとして光変調装置２２の液晶パネル２２ａに入射し、液晶パネル
２２ａによって変調される。一方、レーザー光源４３はレーザー光源ドライバー４１によ
って駆動され、レーザー光源４２と同様に青色レーザー光を発する。レーザー光源４３が
発した青色レーザー光は、蛍光体ホイール４５の蛍光体に当たって黄色光４５ａに変換さ
れ、分光部４６に入射する。分光部４６は、黄色光４５ａを波長成分により分離し、分離
された赤色光２０ｂ及び緑色光２０ｃは、それぞれ液晶パネル２２ｂ及び液晶パネル２２
ｃに入射する。つまり、蛍光体ホイール４５及び分光部４６は、光源部２１において、レ
ーザー光源４３が発する光から複数の色光を生成する色光変換手段としての機能を備える
。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　ここで、記憶部１５に記憶されている特定の階調値と、特定の階調値に関連付けられて
記憶されている調整値と、からホワイトバランスを現在設定されている階調値に対して適
切に調整するための推定値を算出する方法の一例を説明する。
　上述した例に基づいて説明すると、記憶部１５には、レーザー光源４２，４３の階調値
が、１００％、８０％、６０％、４０％、２０％のときの５つの特定の階調値について、
ホワイトバランスの調整値が関連付けられて記憶されている。現在設定されている階調値
が、記憶部１５に予め記憶されている階調値ではないと判定した場合（ステップＳ１１：
Ｎｏ）、制御部１０は、設定されている階調値に対応するホワイトバランスを調整するた
めの推定値を、記憶部１５に記憶された特定の階調値と、この特定の階調値での調整値と
に基づいて直線補間、２次関数補間、またはスプライン補間等の補間方法を用いて算出す
る。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　例えば、ユーザーによって設定されたレーザー光源４２，４３の階調値が９０％の場合
、制御部１０は、記憶部１５に予め記憶されている階調値が１００％のときの調整値と、
階調値が８０％のときの調整値とに基づいて、ホワイトバランスを適切に調整するための
推定値を算出する。上述した例では、レーザー光源４２，４３の階調値が１００％のとき
の調整値Ｒ：Ｇ：Ｂ＝９８：９７：１００であり、レーザー光源４２，４３の階調値が８
０％のときの調整値Ｒ：Ｇ：Ｂ＝８５：９２：９０であった。この場合、レーザー光源４
２，４３の階調値が９０％の場合の推定値は、直線補間により、以下のように算出される
。
　Ｒ＝（９８＋８５）÷２＝９１．５
　Ｇ＝（９７＋９２）÷２＝９４．５
　Ｂ＝（１００＋９０）÷２＝９５
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【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　また、プロジェクター１は、さらに、変調光のホワイトバランスを検出するカラーセン
サー１４と、レーザー光源４２，４３の階調値が特定の値となった場合の変調光のホワイ
トバランスをカラーセンサー１４により検出し、当該検出値を保持する記憶部１５と、を
備え、調整値取得部３８は、記憶部１５により保持された検出値から調整値を取得する。
これにより、複数のレーザー光源４２，４３が発する光を合成して投射する場合に、カラ
ーセンサー１４の検出値に基づいて、各レーザー光源４２，４３の発光量のホワイトバラ
ンスを適切に調整することができる。
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